
 

表

（後の解析では

 

 

表 7．排気流量が

（後の解析では Lab experiment

．排気流量が 40L/min

Lab experiment

40L/min以下での再発じん実験における粉じん捕集量と質量濃度

Lab experiment１あるいは
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以下での再発じん実験における粉じん捕集量と質量濃度

１あるいは Jobando

 

以下での再発じん実験における粉じん捕集量と質量濃度

Jobando１とする、

以下での再発じん実験における粉じん捕集量と質量濃度

１とする、下図は各フィルター）

以下での再発じん実験における粉じん捕集量と質量濃度

下図は各フィルター）

以下での再発じん実験における粉じん捕集量と質量濃度 

下図は各フィルター） 

 



 

表

（後の解析では

 

 

表 8．排気流量が

（後の解析では Lab experiment

．排気流量が 150L/min

Lab experiment

L/minでの再発じん実験における粉じん捕集量と質量濃度

Lab experiment２あるいは
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での再発じん実験における粉じん捕集量と質量濃度

２あるいは Jobando

 

での再発じん実験における粉じん捕集量と質量濃度

Jobando２とする、

での再発じん実験における粉じん捕集量と質量濃度

２とする、下図は各フィルター）

での再発じん実験における粉じん捕集量と質量濃度 

下図は各フィルター）

 

下図は各フィルター） 

 



 

 

図図 8．粉じん計（．粉じん計（LD-6）のよる実験中の粉じん濃度の時系列計測値の推移）のよる実験中の粉じん濃度の時系列計測値の推移
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）のよる実験中の粉じん濃度の時系列計測値の推移

 

）のよる実験中の粉じん濃度の時系列計測値の推移）のよる実験中の粉じん濃度の時系列計測値の推移

 

 
）のよる実験中の粉じん濃度の時系列計測値の推移 



 

（上は排気流量が

 

（上は排気流量が

（青色は再発じん実験

（上は排気流量が 40L/min

図 9

（青色は再発じん実験

40L/min以下、下は

9．アンダーセンによる粒径分布の違い

（青色は再発じん実験 Lab.1:40L/min

図 10．常磐高速道工事現場の土壌の
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以下、下は 150L/min

．アンダーセンによる粒径分布の違い

40L/min以下と

．常磐高速道工事現場の土壌の

 

150L/minの再発じん実験）

．アンダーセンによる粒径分布の違い

以下と Lab.2:150L/min

．常磐高速道工事現場の土壌の

の再発じん実験） 

．アンダーセンによる粒径分布の違い 

Lab.2:150L/min、赤色は現場調査）

．常磐高速道工事現場の土壌の 

、赤色は現場調査）

 

、赤色は現場調査） 



 

 左図はふるい分級試料（左から

アンダーセンサンプラーで得られた分級試料（左から

1.1-2.1µ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左図はふるい分級試料（左から

アンダーセンサンプラーで得られた分級試料（左から

2.1µmの分級試料

再発じん実験で得られた空気中

左図はふるい分級試料（左から

アンダーセンサンプラーで得られた分級試料（左から

の分級試料）、青色は

再発じん実験で得られた空気中

図 11．比表面積と

左図はふるい分級試料（左から 1-2, 0.5

アンダーセンサンプラーで得られた分級試料（左から

、青色は 40L/min
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再発じん実験で得られた空気中１３７

．比表面積と１３７

2, 0.5-1, 0.25-0.5, 0.15

アンダーセンサンプラーで得られた分級試料（左から

40L/min以下、赤色は

 

１３７Cs濃度の分布

１３７Cs濃度の関係

0.5, 0.15-0.25, 0.106

アンダーセンサンプラーで得られた分級試料（左から>11, 7.0-

以下、赤色は 150L/min

濃度の分布(Lab2)

濃度の関係 

0.25, 0.106-0.15mm

-11, 4.7-7.0, 3.3

150L/min、×は現場調査結果より

(Lab2) 

0.15mm）、右図は

7.0, 3.3-4.7, 2.1

は現場調査結果より

 

）、右図は

4.7, 2.1-3.3, 

は現場調査結果より 

 



 

 

 

 

図 12

上は常磐高速道工事現場、下は福島第一原発近傍で採取された土壌サンプル

2．採取された土壌をふるい等によって前処理された試料の放射線量

上は常磐高速道工事現場、下は福島第一原発近傍で採取された土壌サンプル

．採取された土壌をふるい等によって前処理された試料の放射線量

上は常磐高速道工事現場、下は福島第一原発近傍で採取された土壌サンプル

．採取された土壌をふるい等によって前処理された試料の放射線量

上は常磐高速道工事現場、下は福島第一原発近傍で採取された土壌サンプル

2.3 µSv/h
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．採取された土壌をふるい等によって前処理された試料の放射線量

上は常磐高速道工事現場、下は福島第一原発近傍で採取された土壌サンプル

µSv/h 

 

 

．採取された土壌をふるい等によって前処理された試料の放射線量

上は常磐高速道工事現場、下は福島第一原発近傍で採取された土壌サンプル

0.2 µSv/h

 

．採取された土壌をふるい等によって前処理された試料の放射線量 

上は常磐高速道工事現場、下は福島第一原発近傍で採取された土壌サンプル

µSv/h 

 

 

上は常磐高速道工事現場、下は福島第一原発近傍で採取された土壌サンプル 



 

バックグラウンドレベルは

 

 

 

 

 

 

 

バックグラウンドレベルは

表

バックグラウンドレベルは 0.045

表 9．福島第一原発近辺の汚染土壌を用いた再発じん実験

（粉じんの捕集時間が上は

0.045 µSv/h

．福島第一原発近辺の汚染土壌を用いた再発じん実験

（粉じんの捕集時間が上は
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µSv/h 

．福島第一原発近辺の汚染土壌を用いた再発じん実験

（粉じんの捕集時間が上は 142

 

．福島第一原発近辺の汚染土壌を用いた再発じん実験

142分、下は 241

．福島第一原発近辺の汚染土壌を用いた再発じん実験 

241分） 

 

 



 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図図 13．ふるわれた土壌サンプルの．ふるわれた土壌サンプルの
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．ふるわれた土壌サンプルの 137Cs

 

Cs比放射能レベル比放射能レベル 

 

 



 

 

図 14

図 15

 

4．福島１F

（Lab. 

5．福島１F

F近傍の土壌の再発じん実験で得られた粉じんの粒径分布（重量）

Lab. Experiment 

F近傍の土壌の再発じん実験で得られた空気中

近傍の土壌の再発じん実験で得られた粉じんの粒径分布（重量）

xperiment 1: 143mins , Lab E

近傍の土壌の再発じん実験で得られた空気中
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近傍の土壌の再発じん実験で得られた粉じんの粒径分布（重量）

1: 143mins , Lab Experiment

近傍の土壌の再発じん実験で得られた空気中

 

近傍の土壌の再発じん実験で得られた粉じんの粒径分布（重量）

xperiment 2: 241mins

近傍の土壌の再発じん実験で得られた空気中 137

近傍の土壌の再発じん実験で得られた粉じんの粒径分布（重量）

2: 241mins）

137Cs濃度 

 
近傍の土壌の再発じん実験で得られた粉じんの粒径分布（重量） 

 

 



 

 左図はふるい分級試料（左から

アンダーセンサンプラーで得られた分級試料（左から

1.1-2.1µ

241mins

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左図はふるい分級試料（左から

アンダーセンサンプラーで得られた分級試料（左から

2.1µmの分級試料

241mins 

左図はふるい分級試料（左から

アンダーセンサンプラーで得られた分級試料（左から

の分級試料）、青色は

図 16．比表面積と

左図はふるい分級試料（左から 1-2, 0.5

アンダーセンサンプラーで得られた分級試料（左から

、青色は Lab. Experiment 
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．比表面積と１３７

2, 0.5-1, 0.25-0.5, 0.15

アンダーセンサンプラーで得られた分級試料（左から

xperiment 1: 143mins 

 

１３７Cs濃度の関係

0.5, 0.15-0.25, 0.106

アンダーセンサンプラーで得られた分級試料（左から>11, 7.0-

1: 143mins 

濃度の関係 

0.25, 0.106-0.15mm

-11, 4.7-7.0, 3.3

1: 143mins 、赤色は Lab E

0.15mm）、右図は

7.0, 3.3-4.7, 2.1

Lab Experiment

）、右図は

4.7, 2.1-3.3, 

xperiment 2: 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17．常磐高速道工事現場及び福島第一原発近傍で採取された土壌を用いた

再発じん実験における比表面積と

．常磐高速道工事現場及び福島第一原発近傍で採取された土壌を用いた

再発じん実験における比表面積と

．常磐高速道工事現場及び福島第一原発近傍で採取された土壌を用いた

再発じん実験における比表面積と
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．常磐高速道工事現場及び福島第一原発近傍で採取された土壌を用いた

再発じん実験における比表面積と 137Cs濃度の比較検討（比表面積の小さい場合）

 

．常磐高速道工事現場及び福島第一原発近傍で採取された土壌を用いた

濃度の比較検討（比表面積の小さい場合）

．常磐高速道工事現場及び福島第一原発近傍で採取された土壌を用いた

濃度の比較検討（比表面積の小さい場合）

．常磐高速道工事現場及び福島第一原発近傍で採取された土壌を用いた

濃度の比較検討（比表面積の小さい場合）

 

．常磐高速道工事現場及び福島第一原発近傍で採取された土壌を用いた 

濃度の比較検討（比表面積の小さい場合） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18．常磐高速道工事現場及び福島第一原発近傍で採取された土壌を用いた

再発じん実験における比表面積と

．常磐高速道工事現場及び福島第一原発近傍で採取された土壌を用いた

再発じん実験における比表面積と

．常磐高速道工事現場及び福島第一原発近傍で採取された土壌を用いた

再発じん実験における比表面積と
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．常磐高速道工事現場及び福島第一原発近傍で採取された土壌を用いた

再発じん実験における比表面積と 137Cs濃度の比較検討（比表面積の大きい場合）

 

．常磐高速道工事現場及び福島第一原発近傍で採取された土壌を用いた

濃度の比較検討（比表面積の大きい場合）

．常磐高速道工事現場及び福島第一原発近傍で採取された土壌を用いた

濃度の比較検討（比表面積の大きい場合）

．常磐高速道工事現場及び福島第一原発近傍で採取された土壌を用いた

濃度の比較検討（比表面積の大きい場合）

 

．常磐高速道工事現場及び福島第一原発近傍で採取された土壌を用いた 

濃度の比較検討（比表面積の大きい場合） 
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